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サポートノート「かけはし」は明石市が提供している、幼児期から高校までのお子さまの成長を記録し、支援

をつなぐためのノートです。記入・管理は保護者が行い、お子さまに関するさまざまな情報をまとめておけて、

支援機関にお子さまの情報を伝えるときの資料や、成長の記録として利用できます。

2 月 12 日、あおぞら園・きらきらで今年度 2 回目の講座を行いました。今回は 5 名の方の参加でしたが、1 回

目とあわせるとのべ 20 名の方に参加していただくことができました。初めて顔を合わせる方同士でも、お互いの

ノートの下書きを見せ合ったり、感想を話し合ったりすることで有意義な時間を過ごしていただけたようでした。

日々の生活の中では忙しくてまとまった時間を取ることが難しいけれど、みんな

で時間を共有して集中してサポートノートを作れてよかったというお話や、会っ

たことのない支援者に、簡潔にわかりやすくお子さまのことを伝えることの難し

さを実感したというお話もいただきました。

新しいステージを迎えるにあたって、初めてお子さまと接する支援者とのコミュ

ニケーションのツールとして活用していただき、少しでもお子さまと保護者の方

の安心が増えるように役立てていただけたらと思います。( 吉川副施設長）
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それぞれの「ありがとう！」 ～あおぞら園・きらきらを卒業する職員挨拶～

今年度で退職させていただくことになりました。私はあおぞら園で 10 年以上勤務をさせていただきまし

た。長く続けられたのは、お子様、保護者の方々にたくさんのことを学ばせていただいたり、お子様の笑顔

を間近で見ることができたからだと思います。また、日々のお子様の成長を間近で見させていただいたり、

保護者の方々とお子様の成長を一緒に感じられたことは一番の思い出です。保護者の方々には、ご迷惑をお

掛けしたこともたくさんあるかと思いますが、どんな時にも優しい言葉をかけていただいたことがとても励

みになりました。　これからもお子様達が笑顔で成長していくことをお祈り申し上げます。長い間ありがとうございました。

3 月末をもちまして、退職することとなりました。元気いっぱいの子どもたちと毎日関わる中で、大切なお

子様の成長を近くで見守ることができたこと、貴重な経験をさせていただけたことに感謝しております。保護

者の皆さまには、至らない点もあったかと思いますが、いつもご協力をいただき、ありがとうございました。

　あおぞら園を退職しても、これからのお子様たちの成長を心より応援しております。本当に長い間ありがとう

ございました。

3 月末で退職する事になりました。あおぞら園での 9 年間で、たくさんのお子様、そして保護者の皆様との

出会いがありました。そのどれもが思い出深いものであり、また多くの事を学ばせて頂きました。貴重な経験

ができたこの出会いに感謝の気持ちで一杯です。あおぞら園を離れても、これからのお子様たちの成長を心よ

り応援しています。

　いたらない事も多々あったかと思いますが、ご理解とご協力を頂き、本当にありがとうございました。

3 月末をもちまして、退職することとなりました。一年という短い間でしたが、元気いっぱいな子ども達、い

つも優しく話かけてくださる保護者の方々とたくさん関わることができて、とても楽しい一年間でした。保護者

の皆さまには、至らない点もあったかと思いますが、いつもご協力をいただき、ありがとうございました。

あおぞら園での出会いや思い出は、私にとっての宝物となり、新しい場所に行ってもこの宝物を大切に頑張っ

ていこうと思います。これからのお子様たちの成長を心より応援しております。本当にありがとうございました。

　平成 26 年 4 月にあおぞら園・きらきらに入学させていただき、今年の 3 月に卒園となりました。20 年以上様々

な障害福祉の現場を渡り歩いてきましたが、あおぞら園・きらきらを利用する保護者さまのようにこどもにしっ

かりと向き合い、寄り添う大人がいれば、こどもたちの明るい未来が想像することが出来ると確信するとともに、

我々、福祉人はもっと向上心を持ち、人間性、専門生に磨きをかけ、社会の課題に立ち向かっていかなくてはい

けないと思うあおぞら園・きらきらでの日々でした。保護者の皆さま、そして各関係機関の皆さま、ありがとう

ございました！来年度からは新天地で「できないをできる社会に」をミッションに掲げ、誰もが暮らしやすい社会、チャレンジで

きる社会に向けて、さらに邁進していきますので、よろしくお願い致します。

将来のお子様の働く姿をイメージして！　～保護者学習会のご報告～

2 月 16 日、保護者の方が将来働くお子様の姿をイメージしていただいたり、どういう福祉サービスがあるのか、

どういう支援を受けられるのかを知っていただくために保護者学習会を行いました。

　今回は社会福祉法人明桜会サポートセンター曙のセンター長である山崎様、主任の北代様にお越しいただき「大

人になったら働く」というテーマでお話をしていただきました。当日は、あおぞら園やきらきらを卒園した保護者

にもご参加いただき、参加された保護者の方とともに山崎様の講演を聞いていただき、その後、皆様で意見交換を

行いました。意見交換を行うなか、山崎様や北代様より、どのように支援をされているのか、具体的な事例をあげ、

詳しくお話ししていただきました。参加いただいた方からは「いろいろ

な経験を通して自分が何をしたいのかを見つけ、自立してほしいと思い

ました」や「まだ先のことで子どもが働くイメージができず、不安があ

りました。今回話を聞かせていただいて、イメージを持つことができ、

不安を解消できました」等のご意見をいただきました。

今後も、保護者の方に将来のことを知っていただき、子育てに対して

前向きになれるような企画を実施していきたいと思います。（大向）

大好きな大人やお友達とともに鬼退治！！ ～きらきら節分行事報告～

1 月 28 日～ 2 月 3 日、きらきらで節分行事を行いました。各曜日、鬼が登場すると

泣いたり、鬼の様子を伺ったり、みんなで協力してやっつけようとしたりと様々なお

子様の姿を見ることができました。節分行事は、お子様にとって「こわい」と感じや

すい行事だと思います。しかし、保護者の方がお子様と一緒に豆を一生懸命投げてく

ださったことでお子様も「大好きな大人が守ってくれる」「鬼が来ても豆を投げたら

大丈夫」と感じることができたと思います。節分行事だけでなく、他の伝統行事もお

子様にとっては、「なぜやるのか？」「どういう意味があるのか？」など、複雑でわかりにくい部分もあると思います。

大人が取り組んでいる姿を見せたり、何度も経験していく中で行事の意味がわかるようになっていくと思います。

　これからもお子様が楽しく参加でき、分かりやすく興味が持てるように企画していきたいと思います。（山下）
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こわ～い鬼をみんなで退治！！ ～あおぞら園節分行事報告～

今年もあおぞら園に、こわ～い鬼がやってくる季節になりました。あおぞら園に来

る鬼は迫力満点なので、節分の行事までに、豆まきの練習を各クラスで行なっていま

す。練習を重ねて豆に見立てたボールを鬼に向かって投げられる子どもたちもいます

が、鬼の迫力に戸惑う子どもたちも多いです。しかし、クラス一丸となって一生懸命、

豆まきして今年も無事に退治できました。鬼が去った後は皆で万歳をして達成感を味

わい、ホッとした空気、安心感も共有できました。自宅でも豆まきを行なったご家庭

もあると思いますが、あおぞら園のように迫力満点な鬼が来る豆まきでダイナミックに動き、お友達と一緒に季節

を感じる体験をしてもらい、色々な気持ちを他者と分かち合う経験につながれば良いなと考えています。（井坂）

サポートノート「かけはし」について ～情報共有や成長の記録として～

1 月 28 日～ 2 月 3 日、きらきらで節分行事を行いました。各曜日、鬼が登場すると

つも優しく話かけてくださる保護者の方々とたくさん関わることができて、とても楽しい一年間でした。保護者

の皆さまには、至らない点もあったかと思いますが、いつもご協力をいただき、ありがとうございました。

鬼に果敢に挑むきらきらのお子様

鬼に抱っこされ喜ぶ
ぺんぎん組のお子様

保護者学習会の講師
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